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欠落していた為であり， 1986年 1) Demetriou が始めて生体にとって有効と考えられる肝細胞移植
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276 日外宝第60巻第5号（平成3年9月）
に分離肝細胞を封入することが， 1986年頃より， Dixitらにより始められ， 1990年には， Gunnヲッ
トに107個の封入肝細胞を移植することにより，特に免疫抑制剤を使用することなく，ビリノLビン値
の低下を約3週間にわたって得てその後，コントロール値に帰することを報告している
(Hepatology). 
又，種々の肝障害モデル，例えは90%肝切除ラット，ガラクトースアミン肝障害モテ、ル等におい
て，腹腔内肝細胞移植による生存率の改善が報告されており，肝細胞の腹腔内移植は，臨床応用に
現実的なものになりつつある．唯，この系において最も大きな問題は移植した肝細胞が殆んどのモ
デルで‘約3～4週間で機能しなくなる点である．その原因に，移植された肝細胞が門脈血によって
栄養されないために，萎縮していくことが考えられる．古くより門脈枝結壊により結主主葉は萎縮し，
非結襲葉は再生肥大することが知られており，肝細胞が生存，機能維持のためには門脈血の重要性
が指摘されているが，この腹腔内移植法では，この現象に直面しており改善の余地がある．更に，
腹腔内という極めて低酸素状態に置カ通れた肝細胞が本来の機能を充分に発揮できているのかどう
か，更に移植肝細胞数を従来の報告でみる限り，予想しているより，極めて少ない肝細胞で代償で
きており，生体にとって実際どの位の肝細胞があれば生体を維持できるのか，極めて興味ある問題
がこのモテ、ルを用いて明らかになるものと今後に期待できる．遅ればせながら，当研究室でも生体
医療工学研究センターの筏教授らと共同研究を行ない，これら諸問題の解決を試みている．
